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1 はじめに 

 
近年，スマートフォンなどの携帯端末に対して観

光情報を提供するサービスが多数ある．しかし，情

報量が膨大なため，利用者の知りたい情報を抽出し

づらいのが現状である．本研究では，個別のユーザ

にとって魅力的に感じる観光スポットを地図上に重

みを付けて表示することをねらいとしている．   

本稿では，まず観光スポットの特性を探るため，

写真データとチェックインデータの位置情報の集中

度合いを比較した．さらに，チェックイン者のプロ

フィールデータを使って性別，年代によって観光ス

ポットの特性が異なるかどうかについて分析した． 

 

2 提案モデル 

 
本研究における提案モデルを図 1 に示す．初めに，

SNS から観光スポットを訪問したユーザのプロフィ

ールデータと観光スポットデータ（写真，チェック

インデータ）を収集する．次に，観光スポット特性

とユーザ特性を分析し，両者の適合性を評価する．

最後に，適合性の度合いに応じた重み付けを行い，

ユーザ個人の端末に推薦データとして表示する． 

 

 
図 1 提案モデル 

 

 

3 観光スポット特性の分析 

 

3．1 活用するデータ 
 倉田ら[1]は，旅行者が写真撮影を行った箇所を

集計することで，各地点の「観光ポテンシャル」を

求めることができるとし，写真用掲示板 Flickr の

位置情報付き写真データを用いて「観光ポテンシャ

ルマップ」を提案した． 

共著者の小松[2]は，写真データに加えて観光ス

ポットのチェクインデータも観光特性に関係すると

考え，チェックインサービスから収集した観光履歴

を可視化するシステム「CheekiTrip」を開発した．

このシステムは facebook などの SNS サービスと連

携しているため，チェックインの位置情報だけでな

く，ユーザのプロフィール情報も取得することがで

きる．我々は，写真データに加えて観光スポットの

チェックインデータも観光特性に関係すると考え，

これらのデータを分析した上で，観光スポットの特

性分析への活用可能性を検証した． 

 

3．2 写真データとチェックインデータの分析 

前記写真データと「CheekiTrip」のチェックイン

データを比較する対象地は，文献[1]に掲載されて

いる横浜中心部 3km 圏とした． 図 2 に文献[1]によ

る Flickr から収集した写真撮影場所の分布，図 3

に CheekiTrip で収集した facebook のチェックイン

場所の分布を示す．ヒートマップの赤い部分がユー

ザの関心が集まった観光スポットを示している． 

マップを色分析した結果，写真から取得した撮影

場所の方がチェックインデータより取得した位置情

報よりも観光スポットの散らばり度合が高い傾向に

あることがわかった．これは，景色やオブジェなど

の写真を撮影する場合，様々な撮影場所や角度が存

在するためと考えられる． 

両者からデータが集中している観光スポットを抜

き出し，比較を行った結果を表１に示す．両者とも

データが集中しているスポットは著名な所が多かっ

た．写真が多いスポットは，公園や海沿いなど風景

を楽しむ鑑賞型スポットが多かった．一方，チェッ

クインが多いスポットはミュージアムや体育館など

体験型スポットが該当した．これらの結果から，両

者のデータを用いて観光スポットの特性分類が可能

であることが示唆された． 
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図 2 写真データから生成したマップ[1] 

 

 
図 3 チェックインデータから生成したマップ 

 

表 1 写真データとチェックインデータの比較 

 
 

4 ユーザ特性の分析 

 
 同じ観光エリアにおけるユーザのプロフィールに

よる関心の違い(ユーザ特性)を分析するため，

「CheekiTrip」からチェックインデータとプロフィ

ールデータを収集し，年代，性別ごとに同様のヒー

トマップを生成し，比較を行った． 

 

4．1 性別による違い 
図 4 は京都駅周辺である．男性は京都駅などの建

物に，女性はカフェなどの食事所に関心があるとい

う傾向があり，性別による顕著な違いが見られた． 

 

4．2 年代による違い 
 横浜市における，29 歳以下（青年層）と, 30～

49 歳（中年層）のデータを比較した結果を図 5 に

示す．青年層は，みなとみらい駅周辺や赤レンガ倉

庫に集中していたのに対し，中年層はミュージアム

や中華街に集中していた．このことから，青年層は

著名なスポットや鑑賞型スポットに，中年層は体験

型スポットにより高い関心を持つ傾向があること想

定される． 

 

 
図 4 男性(左)と女性(右)の比較 

 

 
図 5 青年層(左)と中年層(右)の比較 

  

5 おわりに 

 
 本稿では，個別ユーザに適合した観光スポットを

表示するシステムの開発をねらいとし，その第一歩

として，観光スポットの特性を把握するため，写真

データとチェックインデータの分布を比較した．ま

た，ユーザのプロフィール（性別，年代）の違いに

よる関心のある観光スポットの違いについて可視化

を行った．この結果，観光スポットは，著名なスポ

ット，鑑賞型スポット，体験型スポットに分類でき，

性別や年代によって関心のある観光スポットの違い

を明らかにすることができた． 

今後は，データのさらなる収集・分析を行うとと

もに，収集したデータの組み合わせから表示するま

での自動化方法について検討し，個別ユーザ適応型

観光スポット表示システムの設計・開発を進める． 
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